


岡山半導体研究教育推進委員会 会場

Web
Zoom ミーティングURL
https://zoom.us/j/91648881447?pwd=mRK2YaWlzeb20FSWAbO0UCg6H1dizM.1
ミーティング ID: 916 4888 1447、パスコード: 405805

会場 : 岡山大学旧事務局庁舎2階多目的室



岡山半導体研究教育推進委員会 総会

開 会



岡山半導体研究教育推進委員会 総会出席者

出席者

岡山大学 鶴田 健二 教授 会場 紀和 利彦 教授 欠席 高橋 和 教授 会場 佐藤 浩哉
上級URA 会場 宮本 定コーディ

ネーター 会場

岡山県立大学 鈴木 恭宜 教授 欠席 古田 潤 准教授
会場
or

WEB

岡山理科大学 笠 展幸 教授 会場 佐藤 洋一郎 教授 WEB

中国職業能力開発大学 藤井 正浩 校⻑ WEB 高山 雅彦 教授 WEB

津山工業高等専門学校 香取 重尊 教授 WEB



項目 内容 担当

1. 開会

開会

事務局出席者確認

本日の議事次第確認

2. 開催趣旨説明 委員会開催の趣旨及びen-SET中四国VISTAの状況説明 岡山大学鶴田教授

3. 会則の承認について
岡山半導体研究教育推進委員会 会則案の説明・質疑 事務局

会則の承認に関する議決 委員

4. 委員の承認について
委員の紹介・質疑 事務局

委員名簿の確認及び委員の承認に関する議決 委員

5. 初代委員⻑の選出・承認 初代委員⻑候補の提案・質疑 事務局

初代委員⻑承認に関する議決 委員

岡山半導体研究教育推進委員会 総会 議事次第(1/2)



項目 内容 担当

6. 副委員⻑の任命について
委員⻑より副委員⻑の任命 委員⻑

初代副委員⻑承認に関する議決 委員

7. その他
おかやま半導体関連コンソーシアム参加について 事務局

自由発言・質疑応答 委員

8. 閉会 閉会 事務局

岡山半導体研究教育推進委員会 総会 議事次第(2/2)



en-SET 中四国VISTAの状況説明



中四国VISTAの状況



中四国VISTAの状況

各校にてVISTAプログラム
及び

デジタルバッジの導入を推進 VISTAプログラムの履修度に応じたデジタルバッジ授与

・履修証明
・デジタルバッジ



岡山大学VISTAプログラム
岡山大学VISTAプログラム(実践半導体教育)
対象:2026年度以降に入学した博士前期課程学生



参考 : 先端半導体テクノロジー講座 公開講座 開講



参考 : 先端半導体テクノロジー講座 授業内容



参考 : 先端半導体テクノロジー入門 公開講座 開講



参考 : 先端半導体テクノロジー入門 授業内容



参考 : 先端半導体テクノロジー 企業向けにも公開講座を開講



広島大学VISTAプログラム



山口大学VISTAプログラム



山口大学VISTAプログラム



愛媛大学VISTAプログラム



愛媛大学VISTAプログラム



愛媛大学VISTAプログラム



愛媛大学VISTAプログラム



愛媛大学VISTAプログラム



単位互換の状況

時期 内容

2026年6月8日 ヘルス 教務委員会 議題・資料締切

2026年6月9日 ヘルス 教務委員会

2026年6月17日 環境自然 教務FD委員会

2026年6月24日 環境自然 代議員会議

2026年6月24日 ヘルス 教授会

2026年6月下旬 （必要に応じて）副理事への事前説明

会議前週の金曜日 大学経営戦略会議 議題・資料締切

2026年7月 大学経営戦略会議 承認

2026年9月末まで 各大学にて署名・協定締結完了

締結完了次第
締結後報告
・大学経営戦略会議
・部局連絡会

[1] 本年度後期のVISTA科目互換協定の早期締結
現時点では，他大学からのVISTA提供科目を正式に公開できておらず，
プログラム履修への学生勧奨が少し滞っております。
（具体的に何をとれは修了できるかが明記できない。）

[2] KPI見直しは毎年柔軟に
経済安全保障に関する世界的な動きが速いことから，半導体関連技術
人材への求人もその年の情勢でころころ変わると予想されます。
従って，KPIについても随時議論し必要であれば柔軟に見直すことを，
拠点連絡会議などでご提案頂きたい。

[3] 学部生への取り組みも予算措置・指標として考慮
予算申請時の本学プログラム受講・修了者数の見積もりには，学部生の
ころからのアプローチも含まれており，予算減はその活動縮減に繋がり，
後半年度へ影響します。上記の柔軟性の一環として，大学院進学に向けた
学部レベルプログラムについても何らかのインセンティブ

（出来れば副指標や予算）に考慮けるよう働きかけ頂きたい。

9月末までに単位認定に係る協定を締結する場合の
岡山大学のスケジュールは以下のとおりです。
6月上旬ごろまでには協定案を固めたく、原案の
ご提示と打ち合わせのご設定をお願いいたします。

広島大からは2026年度後期中に単位互換スタートしたい旨の説明があった。
KPIの見直し回答に合わせ、以下の申し出を行っています。



R6 R7 R8 R9 R10 R11 中⻑期

実施する教育プログラムの受講者数（人） 245 187 296 390 434 534

実施する教育プログラムの修了者数（人） 23 83 133 192 206 226

受講者のうち、半導体半導体関連企業への就職者数（人） 83 69 119 198 242 272 562

修了者のうち、半導体半導体関連企業への就職者数（人） 0 15 39 101 133 240 185

KPI見直し

実施する教育プログラムの受講者のうち，主に半導体を開発，製造，利活用する半導体関連企業への就職者数（人）

広島大学 80
岡山大学 60
山口大学 50
愛媛大学 50

底上げが必要

緩和された

KPIの見直し

当初KPI

見直し提出KPI



デジタルバッジ
各連携校で個別に進めてはいるものの、中四国VISTAとして共通のデザイン作成を要望しています

「以下は広島大学のデジタルバッジの例」



岡山半導体研究教育推進委員会



岡山半導体研究教育推進委員会

KPI見直し承認されれば
240人



岡山半導体研究教育推進委員会の研究推進項目



岡山半導体研究教育推進委員会の組織

委員⻑
副委員⻑



項目 内容 担当

3. 会則の承認について
岡山半導体研究教育推進委員会 会則案の説明・質疑 事務局

会則の承認に関する議決 委員

岡山半導体研究教育推進委員会 会則の承認



（趣旨）
第1条 本会は岡山地域における半導体関連の研究及び教育を戦略的に推進し、次世代の高度専門人材
を育成するとともに、産学官連携による地域産業の活性化に寄与することを目的として、岡山大学を
事務局とする岡山半導体研究教育推進委員会（以下「委員会」という。）を設置する。

（審議事項）
第2条 委員会は、次に掲げる事項について協議し、実施する 。

1. 半導体に関する教育プログラム（オープンコース、リカレント教育等）
の開発及び運営に関すること。産学官共同研究の企画、立案及びプロジ
ェクトの推進に関すること。

2. 地域企業と学生等とのマッチング及びインターンシップ、見学会の促進
に関すること。

3. 国内外の半導体関連機関との連携及び情報共有に関すること 。
4. その他委員会の目的を達成するために必要な事項 。

（委員会の年度）
第3条 委員会の年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。

岡山半導体研究教育推進委員会 会則(案)(1/4)



（委員会組織）
第4条 委員会は、次に掲げる委員をもって組織する 。

1. 委員⻑：1名
2. 副委員⻑：1名
3. 委員：連携大学（岡山大学、岡山県立大学、岡山理科大学、中国職業能力開発大学校、

津山工業高等専門学校）の代表者(1名以上)、地域関連団体及び企業の代表者(1名以上)、
その他委員会が必要と認めた者 。

4. 事務局員：岡山大学職員及び事務補佐員 。委員会の事務は、事務局員において処理する 。

（委員⻑・副委員⻑）
第5条 委員会に委員⻑及び副委員⻑を置く。
2. 初代委員⻑は、岡山大学の教員をもって充てる。委員⻑の変更について議案が提出された場合は、

委員会において審議し、承認を得るものとする。
3. 委員⻑に事故がある場合⼜は任期途中での交代が必要な場合は、委員⻑が指名する者の中から

委員会にて審議し、承認を得るものとする。
4. 副委員⻑は、委員⻑が任命する 。
5. 委員⻑は、会議を招集し、その議⻑を務めるとともに、委員会の計画及び運営を統括する 。
6. 副委員⻑は、委員⻑を補佐し、委員⻑に事故があるときは、その職務を代理する 。

岡山半導体研究教育推進委員会 会則(案)(2/4)



（委員の選任）
第6条 委員は、連携大学、地域関連団体、企業等から推薦された者の中から、委員⻑が選任し、委員会
の承認を得るものとする。

（オブザーバー）
第7条 委員会は、必要に応じて、関係行政機関の職員その他専門的知識を有する者をオブザーバーとし
て招へいし、意見を聴取することができる。

（任期）
第8条 委員⻑、副委員⻑及び委員の任期は2年とする 。ただし、初年度は任期を調整することができる 。

（会議）
第9条 委員会の会議は、次の各号に掲げるとおりとする 。
2. 総会 年1回開催し、会則の改正、前年度実績及び新年度計画等を審議し、承認する 。
3. 臨時会議 必要に応じて開催する 。

（開催方法）
第10条 会議は対面での開催を原則とする。出席者の調整が困難な場合には、オンラインを併用したハイ
ブリッド形式により開催することができる 。

岡山半導体研究教育推進委員会 会則(案)(3/4)



（議案の提出）
第11条 議案は、委員⻑、副委員⻑、委員⼜は事務局員の提案により提出するものとする 。

（議事及び決議）
第12条 委員会は、委員の過半数の出席をもって成立し、議決は出席委員の過半数をもって決する 。

（その他重要な事項の承認）
第13条 本会則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員⻑が別に定める。
2. 会議の招集通知期間、議事録の作成及び保存方法、秘密保持契約の締結等の重要事項については、
委員会の承認を得るものとする 。

附 則
この会則は、2026年度総会において承認された日から施行する 。

岡山半導体研究教育推進委員会 会則(案)(4/4)



項目 内容 担当

4. 委員の承認について
連携大学、地域関連団体、企業等から委員の紹介 事務局

委員名簿の確認及び委員の承認に関する議決 委員

5. 初代委員⻑の選出・承認

会則第4条第2項に基づき、初代委員⻑は岡山大学教員が充てる
旨の説明 事務局
初代委員⻑候補の提案・質疑

初代委員⻑承認に関する議決 委員

6. 副委員⻑の任命について
委員⻑より副委員⻑の任命 委員⻑

初代副委員⻑承認に関する議決 委員

岡山半導体研究教育推進委員会 委員・委員⻑・副委員⻑ 承認



岡山半導体研究教育推進委員会 委員及び事務局(案)

委員
岡山大学 鶴田 健二 教授 紀和 利彦 教授 高橋 和 教授
岡山県立大学 鈴木 恭宜 教授 古田 潤 准教授 −
岡山理科大学 笠 展幸 教授 佐藤 洋一郎 教授 −
中国職業能力開発大学 高山 雅彦 教授 − −
津山工業高等専門学校 香取 重尊 教授 − −

事務局
岡山大学 佐藤 浩哉 宮本 定 −

委員について、地域関連団体、企業代表者及びその他委員会が必要と認めた者については、
現時点では登録なし。



岡山半導体研究教育推進委員会 委員⻑及び副委員⻑案

委員⻑・副委員⻑ 案

委員⻑ 岡山大学 鶴田 健二 教授

副委員⻑ 岡山理科大学 笠 展幸 教授



岡山半導体研究教育推進委員会 総会 その他事案

項目 内容 担当

7.その他
おかやま半導体関連コンソーシアム参加について 事務局

自由発言・質疑応答 委員



おかやま半導体関連コンソーシアム入会について



おかやま半導体関連コンソーシアム入会について



おかやま半導体関連コンソーシアム入会について



おかやま半導体関連コンソーシアム入会について



岡山半導体研究教育推進委員会として入会いたしたく

おかやま半導体関連コンソーシアム入会について

委員の皆様も
メールリストに

登録させていただきます



岡山半導体研究教育推進委員会 総会

閉 会


